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 平成２０年１２月１日から、社団法人と財団法人は暫定的に、特例

民法法人となり、平成２５年１１月末日迄に「公益」又は「一般」社

団・財団のいずれかを選択・申請し、認可されなければ解散が命じら

れます。本会は公益認定の為、委員会を設け、申請準備中ですが、ハ

ードルが非常に高く、おいそれと申請、認定に漕ぎ着けられるか？ 
心許ない状況です。条件を整備し、申請、認定を受けなければなりま

せん。この件は横川副会長から詳しく報告します。 
	
 次に、政権交替が実現し、新施策が実施されました。参院選で民主

党が大敗し、ねじれ国会となりました。今後、あはき問題や障害者問

題がどうなるのか？目が離せません。いずれにしても、我々は国民の

保健衛生を担う業者団体です。その点に足を踏まえれば、いかなる問

題も解決し得るでしょう。我々が国民の為の職種だということを再確

認し、前進しようではありませんか！ 
                                                             

公益社団認定申請準備も着々 

会	
 長	
 時任
ときとう

	
 基
もと

清
きよ

 

公益社団認定申請準備も着々 公益社団認定申請準備も着々 
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はじめに  
	
 平成２０年１２月１日、公益法人関連三法（公益法人法）が施行さ

れ、新しい公益法人制度がスタートしました。この制度への対応の為、

平成２０年４月１１日、新公益会計基準（平成２０年規準）が定めら

れました。 
	
 社団法人日本あん摩マッサージ指圧師会は従来、公益法人として活

動してきましたが、上記の法改正に伴い、平成２０年１２月１日から

特例民法法人になり、平成２５年１１月末日迄に活動の目的、事業内

容等を決定し、公益認定申請手続を完了し、認定を受けなければなり

ません。 
I.	
 今後の選択肢 
１．従来の社団法人としての基準を満たす組織改革を行なう。 
２．一般社団法人へ移行する。 
３．NPO法人などに転換する。 
４．他の法人と合併し、基準を満たす。 

	
 等々が考えられます。期間内に対応しなければ、自動的に解散とな

ります。 

公益法人認定申請検討委員会現況報告 

副会長	
 横川
よこかわ

	
 純夫
す み お
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II.	
 本会の対応 
 本会は当然、公益法人認定を受けるべく、委員会を立ち上げ、第１
回、平成２０年１１月１２日から、第１７回、平成２２年８月２４日、

の会合を数えます。 
	
 委員会の状況は以下の通りです。 
１．委員会の勧め方 
第一段階、現状の把握 
第二段階、新基準の確認と刷り合わせ 
第三段階、第二の結果による定款の目的、事業内容、諸規定、会計

規準等の新旧比較 
第四段階、申請認定第一次原案の策定 
第五段階、原案を会員（理事等）や関係省庁に確認 
第六段階、認定申請原案を機関決定 
第七段階、内閣府認定委員会に申請 

	
 のスケジュールが想定されます。 
２．新規準の内容 
①公益事業が主な目的（事業比率５０％以上） 
②事業に必要な経理的基礎と技術的能力 
③収支相償（収入が事業を行なうに足る適正額） 

３．公益の範囲 
	
 	
 公益とは、認定法第２条第４項第１～２３号に明記され、事業計

画時にどれに該当するかを判断、事業執行後、適正な収支報告を

行なうものです。又、会計処理で経費、資産の償却に、みなし費

用の計上が詳細の基準の下、認められています。 
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みなし費用とは、役員、裏方のボランティアなど、労役に対し、

現金支払いが無くても経費として計上可能で、資産の償却で公益

事業に按分計上できるものです。 
４．現状 
 	
 	
 現在は第三と第四段階を行きつ戻りつ状態です。 
５．検討内容 
	
 今回の法改正は高度成長後、低迷期の日本経済、政治の混乱、先

行き不明感が拭えず、様々な制度変革の中、今迄に無い大変革を

狙ったものです。国際的にも刻々と変化する政治、経済的激動の

流れに抵抗できなくとも、日々の対応に追い付かねばなりません。 
	
 活動内容の表現にも一定の基準が求められます。社会と会員に

対しても透明性を求められていて、説明の為の文書作成作業量も

馬鹿に出来ません。委員会７回目頃、事務管理体制を見直す必要

から、３回の事務連絡会議も持ち、作業分担も行ないましたが、

事業内容と会計の整合性や、規定とのチェックは単純な文書作成

と異なり、高い専門性が求められ、簡単には行きません。もどか

しさとの戦いです。手慣れた日常業務とは比較にならない非効率

さも感じられます。激務の中でも熱意を切らしてはならないでし

ょう。おわりに（会員の皆様へのお願い） 
	
 第六段階、機関決定迄、様々な負担とお願いをする事になりま

しょう。皆様からは決まった事をスピーディーにとの意見もあり

ましょう。諸先輩の築いた組織を発展させるチャンスとなるよう

共にがんばりましょう。どうぞ宜しくお願いし、中間報告と致し

ます。 
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＜杉山遺徳顕彰会暮金にご協力のお願い＞ 

	
 以前にお知らせした通り、本年は杉山和一関東総検校生誕四百

年に当たり、標記遺徳顕彰会では記念事業の一環として四百年の

古文書など貴重な文化遺産を保善し、展示する記念館建設を計画

し、一口五千円の寄付を募っています。顕彰会では「幾口でも、

又、五千円に達しない金額でも結構なので、是非一人でも多くの

方のご協力をお願いしたい」と言っています。問合せ、振替用紙

等申し込み先は下記の通りです 
財団法人杉山遺徳顕彰会事務局（鹿浜明信） 

電話０３‐３８９９‐２３８３番 
敬神歴（こよみ）頒布  
	
 上記杉山遺徳顕彰会では例年の通り「平成２３年敬神歴」を印

刷・頒布しています。価格は一部千円のところ、日マ会会員は五

百円です。申込先は上記と同じ、財団法人杉山遺徳顕彰会事務局

（鹿浜）です。 

 

＜無資格違法類似業者一掃運動にご協力を！＞ 

	
 日マ会と日盲連あはき協議会は、あはき等法推進協議会加盟七

団体と共に、標記の一掃運動展開中ですが、皆様の所属する日マ

会支部等で行なっている「ビラ撒き運動」等に是非ご参加下さい。 
	
 因みに、本会東京都支部、東京都あん摩マッサージ指圧師会と

社団法人東京都盲人福祉協会職業部では本年９月１９日（日曜）

午前１０時～正午、日本一旅行客の多い新宿駅（西口、小田急ハ

ルク前）で一掃運動のビラ撒きを行ないました。 
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＜ＥＢＭ（根拠に基礎を置く医療）にご注意を！＞ 

	
 昭和２０年代末頃から医療界では、プラシボ（偽薬）と薬品と

の効果をダブルブラインドメソッド（二重盲検法、つまり、検査

に当たる医師にも薬品の真贋を知らせずに調べる）を行ない、そ

の結果を推計学的に処理し、例えば「この薬は有効」の結論が５％

又は、１％の危険率（結論が誤っている可能性）に於いて結論で

きるかを問題としていました。 
	
 今や我々鍼灸マッサージ施術の効果についても、（実際には盲険

法を行なうことは無理としても）調査グループと、コントロール

（対象とするグループ）とを比較し、推計学的処理を加えなけれ

ば信用されない状況です。 
	
 例えば「座骨神経通の鍼灸施術法」についても、全く同じ方法

で行なったグループと、施術を行なわなかったグループとの改善

状況を客観的に比較し「この方法で行なえば、誰が行なっても、

同様の効果が上がる」となれば、これをエビデンス（根拠）とし

て堂々と世間に押し出して行ける訳です。 
	
 以前、鍼を「やった、治った、だから効いた（いわゆる三た治

療）」で学会報告を押し通せた時代とは全く異なっているのです。 
	
 この周辺の話は「代替医療のトリック」という書物に詳しいの

ですが、日盲連点字図書館では間もなく音訳書として貸し出され

る模様です。ご期待下さい。 
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＜あはき等業界をめぐる話題（点字ＪＢニュース等から）＞ 

・・大分盲協が「ヘルスキーパー普及啓発事業」・・  
	
 大分県盲人協会（衛藤良憲会長）は、大分県が実施する「緊急

雇用創出事業」の内「緊急雇用ヘルスキーパー普及啓発事業」の

委託を受け、障害者の新たな就業支援に取り組み、県内企業を対

象に、ヘルスキーパー導入のメリットや、障害者雇用納付金制度

についての普及啓発活動を進めた。「緊急雇用創出事業」とは厚生

労働省から交付された「緊急雇用創出事業臨時特例交付金」に基

づき、都道府県が基金を造成、離職を余儀なくされた非正規労働

者等に、次の雇用迄の短期雇用・就業機会を創出する事業を計画

し、都道府県や市町村が直接、又は民間に委託して実施するもの。 
事業規模は、４，５００億円（一般会計）。厚労省は雇用失業情

勢の悪化を受け、そのうち３，０００億円を、平成２１年度補正

予算により拡充する。積極的な活用が求められる分野は、介護、

農林水産、環境、観光分野。雇用・就業期間は、介護分野が原則

１年以内（介護福祉士資格取得を目指す目的の事業は更新１回可）、

介護分野以外が原則６か月以内（更新１回可）。尚、都道府県ごと

の基金事業に係るリンク先一覧が、厚労省の同事業サイト

（ http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyou/chiiki-koyou3/link_ichir
an.html）に掲載されている。（点字ＪＢニュース平成２２年１月
８日号より） 
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・・鍼治療直後女性死亡・無資格の男性が施術・・  
	
 大阪府池田市の鍼灸院で２００９年１２月、患者の女性（当時

５４才）が鍼治療を受けた直後に死亡した事件で、施術を担当し

た２０代の男性柔道整復師が、鍼師の資格を取得していないこと

が１月１５日、大阪府警視庁捜査１課への取材で分かった。女性

の肺に複数の穴があいていたこと、この柔整師は当時、鍼師の国

家資格を取る為医療専門学校に通っていたが、事故の約半年前か

ら女性に鍼治療をしていたことも新たに判明。同院の院長も無資

格と認識していた。同課は業務上過失致死などの疑いで関係者か

ら事情を聴いている。同課によると、事件は昨年１２月１５日に

発生。女性は背中など全身の鍼治療を受けた後、容体が急変、翌

１６日、死亡した。死因は呼吸困難による窒息死。同課は施術中

のミスが原因で女性が死亡した疑いがあると見て調べている。 
鍼灸やマッサージは、医師以外が無資格で施術することは違法。

無資格者の施術が疑われる場合、都道府県が立ち入り検査を行な

うが、大阪府では年間数十件程度の行政指導を行なっているとい

う。社団法人「全日本鍼灸マッサージ師会」（東京）の担当者は「患

者自身も施術者に資格があるかどうか注意して欲しい」と呼び掛

けている。（点字ＪＢニュース平成２２年１月１８日号より） 
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・・大阪鍼治療後死亡・業務上過失致死容疑で二人逮捕・・ 
	
 上記の大阪府池田市の鍼灸院で２００９年１２月、患者の女性

が鍼治療を受けた直後に死亡した事件で、大阪府警視庁は２３日

迄に、メイプル鍼灸整骨院（同府箕面市）元副院長、岡村祐樹容

疑者（２６）を業務上過失致死などの疑いで逮捕した。又、同鍼

灸整骨院の経営者、吉田起祥容疑者（３７）について、無免許の

岡村容疑者に鍼治療をさせた疑いで、あん摩マッサージ指圧師・

はり師・きゆう師等に関する法律（無免許営業）違反容疑で逮捕

した。鍼灸師などの業界団体によると、鍼治療中の重大事故の報

告はほとんど無く、今回のように死亡した事例は稀と言う。女性

が死亡したメイプル鍼灸整骨院は、無免許で長期間に亘って患者

に鍼治療を施していた疑いが持たれており、悪質性は際立ってい

る。社団法人日本鍼灸師会は、ホームページに事故防止策を掲載。

会員の鍼灸院に対し、診療室に鍼灸免許を掲示して国家資格があ

ることを明確にするよう指導した。又、患者に対しては「免許が

掲示されていない場合は、院長や従業員が免許を持っているかを

尋ねて欲しい」と呼びかけている。（点字ＪＢニュース平成２２年

２月２４日、水曜号より 
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・・はり治療死亡初公判	
 元副院長の共謀を否認・・  
	
 大阪府池田市の「メイプル鍼灸整骨院」で女性患者が無免許の

施術者に鍼治療を受けた直後に死亡した事件で、あん摩マッサー

ジ指圧師、はり師、きゅう師等に関する法律違反（無免許営業）

の罪に問われた同院経営者、吉田起祥被告（３７）の初公判が２

８日、大阪地裁で開かれた。業務上過失致死罪に問われた元同院

副院長の岡村祐樹被告（２６）と共謀して女性に鍼を施術したと

される起訴内容について「（岡村被告が）無免許とは知っていたが、

鍼治療をしているとは知らなかった」と否認した（点字ＪＢニュ

ース平成２２年４月３０日、金曜号より） 
 
・・光友会前理事長を偲ぶ会に８００人が参列・・・  
	
 平成２１年１１月２８日、脳梗塞等の為、７７才で逝去した、

神奈川県藤沢市の社会福祉法人光友会（湘南希望の郷等、数か所

の施設で職員３００名、利用者５００名）の元理事長、五十嵐光

雄氏を偲ぶ会が平成２２年１月３０日、藤沢市斎場で約８００名

が参列して行なわれた。午前１１時、開会に当たり、法人の現理

事長・小野康夫氏の式辞、衆議院議員・阿部知子氏の弔辞に続い

て、横浜訓盲院施設長・今村鎮夫氏、日本盲人会連合副会長・時

任基清氏、愛光理事長・法澤奉典氏が、子供時代、学生・教員時

代、福祉運動時代の思い出を交々述べ、最後に現光友会専務理事

で妻の五十嵐紀子氏から謝辞があり、参列者が献花を行なった。 
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故五十嵐氏は昭和７年生まれ。小学４年で失明後、横浜訓盲学院、

神奈川県立平塚盲学校、東京教育大学附属盲学校、東京教育大学

特設教員養成部を経て教員となり、北海道札幌盲学校、神奈川県

立平塚盲学校、横浜市立盲学校で教鞭を取った後、早期退職し、

社会福祉法人光友会を立ち上げ、事業を年々拡大して来た。参列

者らは口々に、氏の事業に掛ける熱意と、ユーモアあふれる人柄

について語り合っていた。（点字ＪＢニュース平成２２年２月４日、	
 

木曜号より） 
 
・・茨城県視障協などカイロ養成校開設反対運動・・・  
	
 茨城県視覚障害者協会、茨城県鍼灸マッサージ師会、茨城県視

覚障害者の生活と権利を守る会ほか関係４団体は、茨城県内で「リ

リーヒューマンアカデミー学院カイロプラクティク学科」開設の

動きが察知されたとして開設反対協議会を結成、会長に本多操・

茨城県視覚障害者協会会長を選出した。同協議会は１７日、学校

側に出向いて開設中止の要請を行なうとともに、県及び関係機関

に対し、開設反対についての支援等を求める要請を行なった。（点

字ＪＢニュース平成２２年２月２２日月曜号より） 
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・・第５回あはき等法推進協	
 全鍼師会会館で・・・  
	
 関係７団体で構成する、あはき等法推進協議会（代表・杉田久

雄全鍼師会会長）の平成２１年度第５回会合が２月１８日、東京・

四谷の全鍼師会会館で開かれ、日盲連あはき協、渡辺哲宏副会長、

須藤平八郎委員、日マ会、時任基清会長、鈴木孝雄理事の他、加

盟各団体代表が出席した。報告・協議された主な事項は（１）業

界を揺るがすタイスパセラピスト上陸問題は当面３年先送り、又、

中国でタイスパ学校ができたが、この好結果は推進協の一致行動

が奏功したもの（２）鳥取では有資格者、柔整師のカイロ・整体

は所得税医療費控除に認めており、「柔整はカイロ整体の資格」と

国税庁は考え、文書に載っている（日本海新聞情報）が、所得税

法施行令、柔整法のどこにも「カイロ、整体は柔整の業務」とは

されておらず、柔整師の客集めだ（３）厚労省ホームページに、

柔整の骨折・脱臼施術は医師の同意書が必要なこと、鍼灸マッサ

ージの保険施術も掲載されている（４）今後、公益法人には一職

種に５代以上、官僚の天下りは認められない（５）統合医療推進

の団体は、鍼灸マッサージ・柔整だけで無く、療術、整体、カイ

ロをも含む考え方なので、対応は難しい（６）大阪の無資格者に

よる鍼の気胸死亡事故は、あはき等施術は危険なので免許が必要

との理論的根拠になるが、有資格者でも事故を起こし得るので、

賠償責任保険の重要性がある（７）全国保険医協会はアンケート

調査の結果、柔整の打撲・捻挫の保険請求が余りに多額なのはお

かしいと訴えている 
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（８）マッサージ等将来研究会のホームページは加盟６団体間で

協議（９）あはき法制定６０周年厚労大臣表彰を要求しなかった

ので、６５年に受けられるよう運動（１０）財団法人国際医療技

術交流財団は従来、全鍼、日鍼、日マから評議員を出したが、公

益財団移行に併せて変更するよう申し入れがあった（１１）今後

推進協として、医師法第５条の２の規定同様、財団のホームペー

ジであはき師の名簿を登載できるよう、法改正運動をする件は継

続協議（１２）学校協会は、帝京短大柔整科卒業生が帝京平成大

学鍼灸科３年に編入を認められる件が明白に法違反であることを

文科省、厚労省、帝京平成大学に申し入れたが、推進協名を以て

再度要望書を発する（１３）マッサージマニュアルセラピーガイ

ドラインは、英文訳すると共にソウルでのＷＢＵＡＰマッサージ

セミナーで報告する。次回平成２２年度第１回会合は、４月２２

日（木）午後２時からの予定。（点字ＪＢニュース	
 平成２２年２

月２４日、水曜号より） 
 

・・あはき推進協代表が消費者庁を訪問・・  
	
 日盲連、笹川会長、日マ会、時任会長など、あはき等法推進協

議会の代表団は３月２９日、東京永田町の消費者庁を訪れ、無資

格違法類似業者を養成している学校等が「厚生労働大臣認可○○

共同組合、○○療術学校、卒業後、認定書が受けられる」などと、

恰かも厚生労働大臣免許が受けられるかのような広告があるのは

「誤解を生ずる紛らわしい広告に当たる」と交渉した。 
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消費者庁の回答は「本庁は消費者の訴えにより被害が出ないよ

う行動するので、業者団体の申し入れには応じられない」という

もの。全くの門前払いであった。推進協は、厚生労働省医事課が

「これは、本課が処理すべき問題」としているとの情報を手掛り

に、厚労省に引き続き交渉する予定。 
 

・・あはき推進協第１回会合が四谷で・・  
	
 あはき等法推進協議会の平成２２年度第１回会合が４月２２日、

東京四谷の全鍼師会会館で開かれ、日盲連あはき協、須藤委員、

日マ会、時任会長、笹原理事など、加盟団体を代表する委員が出

席した。席上、報告・協議された主な事項は（１）３月２９日、

無資格違法類似業者の誇大広告について申し入れた消費者庁では

「厚生労働省に問い合せたところ、それは本省が扱うべき問題だ」

と言われたとして門前払い状態だったことから、今後、厚労省に

強力に運動する（２）４月４日、保険推進協では「鍼灸マッサー

ジを考える国会議員の会」に、健保療養費単価引き上げ陳情を行

なったが、出席議員からは「無資格者対策として、施術所に保健

所の施術所開設届受理証明書を掲示しては？」などの意見があっ

た（３）日鍼会の鍼灸功労者に対する厚生労働大臣表彰申請が「法

制定からの年度節目で申請せよ」と突き返されたことから、法制

定６５年に当たる平成２４年に向けて運動してはどうかとの意見

があり、今後の検討事項とする 
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（４）ＷＨＯマニュアルセラピーガイドラインは、５月にソウル

で開催のＷＢＵＡＰマッサージセミナーに報告する。などであっ

た。次回、第２回会合は６月３日（木）の予定（点字ＪＢニュー

ス	
 平成２２年４月２８日、水曜号より） 
 

・・あはき推進協が今年度第２回会合・・  
	
 あはき等法推進協議会の今年度第２回会合が６月３日、東京・

四谷の全鍼師会会館で開かれ、日盲連あはき協議会、小川幹雄会

長、渡辺副会長、須藤委員、日マ会、時任会長、笹原理事、鈴木

理事の他、各加盟団体を代表する委員が出席した。席上報告・協

議された主な事項は（１）杉山和一が発明した管鍼法を世界遺産

に登録する（２）柔道整復師の業務範囲は骨折・脱臼・打撲・捻

挫に限られ、肩こり、腰痛などは入らない、などであった。（点字

ＪＢニュース平成２２年６月８日、火曜号より） 
 

・・保険推進協４会長会が南大塚で・・・  
	
 ほぼ月例で行なわれている鍼灸マッサージ保険推進協議会（代

表・相馬日鍼会会長）の４会長会議が２月２４日、東京・南大塚

の日鍼会会館で開かれ、日盲連、笹川会長、日マ会、時任会長、

全鍼師会、杉田会長、日鍼会、相馬会長など関係者が出席した。

席上、政権党が交代した状況下、今後、健保鍼灸マッサージの条

件改善運動をどのように進めるか、又、平成２２年が診療報酬改

訂期に当たることから、保険施術の料金単価改善や、条件改善に

ついてどう要求して行くか、などが話し合われた。 
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次回会合は年度が変わった４月１日の予定。（点字ＪＢニュース平

成２２年２月２５日、木曜号より） 
 

・・保険推進協４会長会が南大塚で開催・・  
	
 鍼灸マッサージ保険推進協議会の４会長会が４月１日、東京・

南大塚の日鍼会会館で開かれ、日盲連、笹川会長、日マ会、時任

会長、全鍼師会、杉田会長、日鍼会、相馬会長など関係者が出席

した。席上、今年６月に予定されている鍼灸マッサージ療養費単

価改訂に向けて、鍼灸マッサージを考える国会議員の会及び、厚

生労働省保険局医療課に提出する要望書案などについて協議した

（点字ＪＢニュース平成２２年４月１４日、水曜号より） 
 
・・保険推進協代表が厚労省保険局課長に陳情・・  

	
 日盲連、笹川会長、日マ会、時任会長、全鍼師会、杉田会長、

日鍼会、相馬会長と関係者など鍼灸マッサージ保険推進協議会の

代表団は４月１４日、東京霞が関の厚生労働省を訪ね、佐藤敏信

保険局医療課長に、今年６月改訂の鍼灸マッサージ健康保険療養

費単価について交々陳情した。課長には、協議会側の要望を真剣

に聴いてもらえたものと参加者らは感じていた（点字ＪＢニュー

ス平成２２年４月２１日、水曜号より） 
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・・保険推進協４会長会が南大塚で・・  
	
 鍼灸マッサージ保険推進協議会の４会長会が６月２３日、東

京・南大塚の日本鍼灸師会会館で開かれ、日盲連、笹川会長、日

マ会、時任会長、全鍼師会、杉田会長、日鍼会、相馬会長ら関係

者が出席した。席上、報告・協議された主な事項は（１）政権交

代により、鍼灸マッサージ保険施術の発展の舵取りが難しくなっ

ている（２）６月１日から鍼灸マッサージ保険施術単価が変更さ

れたが、療養費支給申請書新様式は８月以後から採用される見込

み（３）健康保険に続いて変更される予定の生保（医療扶助）と

労災保険の鍼灸マッサージ施術料単価については改めて「要望書」

を提出する（４）平成１３、４年頃出発した保険推進協の運動が

それなりの効果を上げ得たのは、４団体が一致して運動・行動し

たことによる、などであった。次回会合は８月２５日（水）開催

（点字ＪＢニュース平成２２年６月２４日、木曜号より） 
 

・・療養費払い施術料金改定６月１日施術分から・・  
	
 厚生労働省は今年４月からの診療報酬改定に伴い、鍼灸マッサ

ージの健保療養費払い施術料金について改定を行ない、６月１日

以降の施術分から適用することとして、次の通り各都道府県担当

部局に通知した。 
改定率は平成２２年度診療報酬改定における医科外来の改定率

が０．３１％であったことを踏まえ、プラス０．１５％とした。

（以下、カッコ内は現行料金） 
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《１》鍼灸 
※鍼又は、灸１術の場合、１回につき１,１９５円（現行通り） 
	
 初回のみ２,６００円（２,３３０円） 
	
 併せて電気針等を使用した場合、１回につき１,２２５円（現行通り） 
	
 初回のみ２,６３０円（２,３６０円） 
※鍼灸２術併用の場合、１回につき１,４９５円（現行通り） 
	
 初回のみ２,９５０円（２,６８０円） 
	
 併せて電気針等を使用した場合、１回につき１,５２５円（現行通り） 
	
 初回のみ２,９８０円（２,７１０円） 
	
 往療料は、１,８６０円（現行通り） 
《２》マッサージ 
※１局所につき２６０円（２５５円） 
	
 温罨法を併せて行なった場合１回につき７０円加算（現行通り） 
	
 温罨法と併せて電気光線器具を使用した場合１００円（現行通り） 
	
 変形徒手矯正術１肢につき５３５円（５３０円） 
	
 往療料は鍼灸と同様(点字ＪＢニュース平成２２年５月１９日、水曜
日号より） 

 
・・柔道整復師専門学校、無資格講師１０人授業・・  
	
 国家資格の柔道整復師を養成する静岡医療学園専門学校（静岡

市駿河区、赤羽勝雄校長）が２００４～０７年度にかけ、講師資

格の無い約１０人に授業を担当させていたことが３月８日迄に、

厚生労働省東海北陸厚生局の調査で分かった。 
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同厚生局は週内にも立ち入り調査して詳しく調べる。卒業生約

１４５人に補講が必要で、約１５０～５００時間に上る見通しと

いう（点字ＪＢニュース平成２２年３月９日、火曜号より） 
 

・・日マ会が平成２１年度第２回理事会開催・・  
	
 日本あん摩マッサージ指圧師会の平成２１年度第２回理事会が

３月１６日、東京・西早稲田の日本盲人福祉センターで開かれ、

正副会長と各理事が出席した。報告・承認、協議・決定された主

な事項は次の通り。（１）平成２１年度事業・会計中間報告承認（２）

平成２２年度事業計画、運動方針、予算（３）役員改選準備（４）

公益社団法人認定申請に関係（５）その他、日マ会ホームページ

作成。損害賠償保険・保険料払込システム作成。などであった。 
	
 平成２２年度第１回理事会、定期代議員会、及び定期総会は平

成２２年５月２８日（金）に開催予定（点字ＪＢニュース平成２

２年３月１７日、水曜号より） 
 

・・日マ会理事会・代議員会・総会が東京で・・  
	
 日本あん摩マッサージ指圧師会の今年度第１回理事会、定期代

議員会、定期総会が平成２２年５月２８日、東京・西早稲田の日

本盲人福祉センターで開かれた。理事会では平成２１年度事業・

決算・監査報告承認。役員改選期に当たるのでこの準備につき話

し合った他、公益社団法人申請へ向けての準備状況を審議した。 
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代議員会及び総会では、平成２１年度事業・決算・監査報告承

認、平成２２年度事業計画・予算決定、役員改選では、監事を片

石修三氏から岡元満氏に変更した以外、現体制を継続することに

決定した（点字ＪＢニュース平成２２年６月８日、火曜号より） 
 

・・東洋療法研修試験財団	
 理事会・評議員会・・  
	
 財団法人東洋療法研修試験財団（大澤進理事長）の平成２１年

度第２回理事会と評議員会が３月１８日、それぞれ東京・浜松町

の世界貿易センタービルで開かれ、日盲連、笹川会長、日マ会、

時任会長ら、関係団体を代表する理事・評議員がそれぞれ出席し

た。席上報告・協議された主な事項は（１）平成２２年度事業計

画案及び、予算案（２）公益認定法人への移行及び、その準備ス

ケジュール（３）任期満了に伴う評議員の選任（理事会のみ）（４）

新認定法人に移行する為の、移行に伴う選任委員会の設定及び、

関係規則（５）第１８回あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅ

う師国家試験の実施状況報告（発表は３月２５日、財団事務局及

び、厚生労働省）などであった（点字ＪＢニュース平成２２年３

月１９日、金曜号より） 
 
・・第１８回あはき師国家試験の合格者発表・・  
第１８回あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師国家試験

の合格者が３月２５日、東洋療法研修試験財団から発表された。 
試験は、２月２７、２８の両日、全国５６会場で行なわれた。 
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それぞれの受験者数、合格者数、合格率は次の通り。 
「あん摩マッサージ指圧師」  

受験 1,839名、合格 1,563名、合格率 85.0％（前年合格率 84.4％
から 0.6ポイント上昇）。 

「はり師」  
受験 5,283名、合格 3,990名、合格率 75.5％（前年合格率 78.7％
から 3.2ポイント下降）。 

「きゅう師」  
受験 5,262名、合格 3,939名、合格率 74.9％（前年合格率 78.4％
から3.5ポイント下降）（点字ＪＢニュース平成２２年３月２９日、
月曜号より） 

 
・・財団の理事会・評議員会が浜松町で開催・・  
	
 財団法人東洋療法研修試験財団の理事会、評議員会が、６月

１６日、東京・浜松町の東京會舘で開かれ、日盲連、笹川会長、

本多理事、日マ会、時任会長、横川副会長らが、理事会、評議員

会にそれぞれ出席した。各会合では平成２１年度事業報告、決算

を承認。又役員の退任に伴い、理事会では評議員の後任者を、評

議員会では理事の後任者をそれぞれ選任。井澤宣義氏の後任とし

て谷口和久氏が評議員に就任し、谷口氏の後任の理事に、杉山誠

一氏が就任した。その他、報告された主な事項は次の通り。 
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（１）第１８回あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師国家

試験の受験者数、合格者数、合格率（カッコ内の数字は晴眼者、

視覚障害者の順）、「あん摩マッサージ指圧師」、受験1,839（1,199、
640）、合格 1,563（1,139、424）、合格率 85.0％（95.0％、66.3％）、
「はり師」、受験 5,253（4,822、461）、合格 3,990（3,746、244）、
合格率 75.5％（77.7％、52.9％）、「きゅう師」、受験 5,262（4,821、
441）、合格 3,939（3,696、243）、合格率 74.9％（76.7％、55.1％）。
（２）医道審議会が下した平成２２年５月現在の、あはき関係の

行政処分件数は、業務停止４件、免許取消１２件（点字ＪＢニュ

ース平成２２年６月１８日、金曜号より） 
 

・・盲目男性の口座から現金	
 詐欺容疑で逮捕・・  
	
 仙台南署は３月２３日、従業員の盲目男性になりすまして、男

性の銀行口座から現金を引き出したとして、いずれも仙台市太白

区、マッサージ店経営、大蔵義光（６３）、無職、末木和江（５０）

両容疑者を詐欺などの疑いで逮捕した。２人の逮捕容疑は２００

６年５月１５日、マッサージ店に住み込みで働いていた盲目の男

性（当時３３）になりすますなどして、仙台市の銀行から５０万

円を引き出した疑い。同署によると、大蔵容疑者は「危ないから

保管しておく」と言って、男性から通帳と印鑑を預かっていた。

不審に思った男性が警察に相談して発覚した（点字ＪＢニュース

平成２２年３月２４日、水曜号より） 
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・・国立視力障害センター組織見直し・・  
	
 厚生労働省が所管する全国４カ所の視力障害センター（函館、

塩原、神戸、福岡）が、組織体系の見直しに伴い、２０１０年度

から国立障害者リハビリテーションセンターの下に自立支援局と

して位置付けられた。尚、この内国立塩原視力障害センターは利

用者の減少などにより、２０１２年度末で廃止される方針（点字

ＪＢニュース平成２２年４月５日、月曜号より） 
 

・・第１０回ＷＢＵＡＰマッサージセミナー開催・・  
第１０回ＷＢＵＡＰ（世界盲人連合アジア太平洋地域協議会）

マッサージセミナーが、５月３日～５日、韓国ソウル市内のホテ

ルを会場に開かれ、「交流を通じた新たな挑戦との出会いと自己研

鑽の向上」をメインテーマに、記念講演、カントリーレポート、

研究発表（２８題）、実技講習（６カ国）などが行なわれた。参加

者は、海外１３カ国から１２０人、国内から３００人、ボランテ

ィアなど運営関係者を含めると計５５０人に上った。日本からは

日本盲人福祉委員会を中心に参加者を募り、ＷＢＵＡＰマッサー

ジ委員会副委員長の吉川恵士筑波大学准教授をはじめとする研究

発表（９題）、実技講習などを行なう９人を含む１４人が参加した。

このセミナーは１９９１年の第１回（中国・西安）以来、今年で

２０年目を迎える。韓国で開かれるのは今回が初めてで、昨年末

から韓国盲人連合と大韓按摩師協会が中心になって実行委員会を

組織し、本格的に準備を進めてきた。 
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その成果は、参加者の規模だけでなく、会場における同時通訳

（韓・英・日・中）の提供、約５００ページに上る点字プログラ

ムと資料集の配布など、これ迄にない充実ぶりに見られた。プロ

グラムでユニークだったのは、最終日の５日午後、ソウル市内の

別会場で開かれた健康博覧会に施術スペースを設置して、一般市

民を対象に各国の視覚障害マッサージ師がデモンストレーション

を行なったことであろう。日本からの参加者もブースに入ったが、

日本按摩への関心が高く、参加者は疲れを忘れて２時間余りで１

人１０人以上に施術したという。こうしたイベントを通じて、一

般市民に視覚障害者とマッサージ業を広く知ってもらおう、とい

う韓国側主催者の意気込みがうかがえる。一方、セミナー第２日

目の午後には、ＷＢＵＡＰマッサージ委員会の理事会が開かれ、

昨年の理事会で素案が提示された中国按摩管理センターが行なう

ＷＢＵＡＰ地域各国からの希望者を対象とする中国按摩（推拿＝

スイナ）の基礎講習プログラムが、来年４月から始まることが報

告された。又、２０１２年の第１１回セミナーは、マレーシアが

開催することが決まった。最終日５月５日の夜は、インチョン空

港近くの港から乗船した遊覧船で送別パーティーが開かれ、最後

に参加者全員が上甲板に上がり、カウントダウンの掛け声を合図

に、それぞれの願いをこめた風船を飛ばすと、数百の花火が打ち

上げられ、華麗なフィナーレを飾った。（以上、指田忠司ＷＢＵＡ

Ｐ会長による報告）（点字ＪＢニュース平成２２年５月１４日、金

曜号より） 
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・・整体院で無免許治療	
 元経営者を逮捕・・  
	
 医師免許が無いのに整体院で電気治療をして重傷を負わせたな

どとして、千葉県警環境犯罪課は１８日、医師法違反と業務上過

失傷害の疑いで、同県船橋市の無職、村田愛子容疑者（５２）を

逮捕した。同課によると、村田容疑者は、高校野球の甲子園出場

常連校に出張治療して評判になり、全国から少なくとも４５の高

校の野球関係者が整体院を訪れていた。村田容疑者はあん摩マッ

サージ指圧師の資格も無かった。約１５年前から整体院を１人で

経営し、ひと月に延べ約１２０人が来院。電気治療は１人当たり

１５分程度実施するのが一般的とされるが、村田容疑者は約７時

間行い、約７千円の治療費を受け取っていた（点字ＪＢニュース

平成２２年５月１９日、水曜号より） 
 

・・日盲連秋田大会であはき協代議員会・・  
	
 日本盲人会連合の第６３回全国盲人福祉大会秋田大会初日（５

月１９日）秋田市の秋田ビューホテルで、あはき協議会（久米清

美協議会長）の代議員会が開催された。会議では平成２１年度事

業、決算報告を承認、引き続き平成２２年度事業計画案、同予算

案を審議決定した。役員改選では小川幹雄氏が新協議会長に就任、

「今後のあはきの運動を活発にしたい」と語っていた（点字ＪＢ

ニュース平成２２年５月２１日、金曜号より） 
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・・杉山検校遺徳顕彰会が四百年記念式典開催・・  

	
 財団法人杉山検校遺徳顕彰会（和久田哲司会長）は５月３０日、

杉山和一生誕４００年記念事業として、式典等を盛大に開いた。

先ず午前は、東京都墨田区の江島杉山神社で記念の神事を行ない、

その後、同区江東橋のすみだ産業会館レインボーホールに移動し

て、記念式典を開催。式典では、杉山検校賞等表彰と被表彰者に

よる記念講演、最後に参加者ら２００人による祝賀パーティーが

行なわれた。顕彰会では現在、文化財保存の為の記念館建設募金

を行なっているが、未だ目標額にほど遠いことから、各方面の一

層のご尽力をお願いしたいとしている（点字ＪＢニュース平成２

２年６月８日、火曜号より） 
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編集後記 
                                                              
編集部	
 時任	
 基清 
	
 日マ会の会員各位には申し訳無いことながら、会長業務の片手間仕

事で編集作業を行なっているので、発行が遅れ勝ちとなり、又、拙劣

な編集となります。以前は毎日新聞の辣腕記者、牧田克輔氏は専門家

であったので、みごとであったものが、素人がやっとかっとやってい

るので、ご不満も多いかとは思いますが、今暫く我慢をお願いします。

「公益社団法人格」を獲得した暁には、更に立派な機間誌を発行でき

るものと信じて、編集後記と致します。 
                                                            

以	
 	
 	
 上 


	62_hyousi
	62_honbun

